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    活動紹介    NPO法人千葉県森林インストラクター会 

講座名 
森林環境教育 
風の杜ひろばで自然とあそぼう 

開催日時 20２４年２月１７日（土）１０時 ～１２時００分 

開催場所 風の杜ひろば（八街市） 参加者 １２名 

活動概要 時折顔をのぞかせる太陽の日差しがとても暖かなひろば。「あそぼう！」の声かけに

反応したのは大人。鑑賞炭作りは子どもというより大人の方に響いたようです。 

鑑賞炭にする材料は、まつぼっくり、栗のイガ、モミジバフウ、ツバキの果皮、マテバシイの落

ち葉など、炭の鉛筆を作ろうと思い先を削った割りばしも入れてみました。 

みんなで缶に材料を詰めて、ピザ窯に缶を入れて火つけ開始。今回はピザ窯で焼くので炭焼きは

講師が担当しました。 

焼き上がりを待つ間、ひろばを散策しました。どこかに春らしいものはあるかな？ 

炭焼き窯の近くに発見！フキノトウ！地下茎から出ているフキノトウとフキの葉。フキノトウ。

雌株と雄株について説明しました。味の違いは？の質問も。歩いていくとナガコガネグモの卵の

うでしょうか。サワラの木の内側にゆらゆら。昨年見かけたミノムシのミノ。今年は見つけるこ

とができませんでした。代わりにたくさんのヒモミノガ。風を遮っても微妙に揺れます。オオカ

マキリの巣に触って「あっ、柔らかい！」「メレンゲみたい！」コナラ、クヌギ、ユリノキの木

肌の違い、マツゲゴケの「まつ毛」もルーペで観察しました。オナモミダーツ、竹の輪投げ、ヤ

ツデの竹でっぽうも楽しみました。 

 さあ、果たして鑑賞炭はできているかな？ 缶のふたを開けると「おーっ」という歓声が！ 

美しく焼きあがった木の実をじっくり鑑賞して箱詰めしました。割りばしの鉛筆もできました！ 

鑑賞炭に続いて焼いた焼き芋も最高の焼き上がり！おなかも満たされ、笑顔いっぱいの楽しい集

いになりました。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

ＦＩＣ参加者  椎名、小高、高橋（美）、宮崎 


